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Abstract
　This study aims to analyze compound adjectives suffixed with a past-participial or de-nominalizing -ed on Oxford 
English Dictionary (OED) Online. Many past-participial elements are compounded with an adverb well, while de-
nominalized ones are compounded with an adjective describing physical characteristics. Some adjectives derive 
from compound nouns suffixed with a de-nominalizing -ed. It is noteworthy that OED Online states in its headwords’ 
etymologies that some participial -ed forms, such as lived and behaved, originate from de-nominalized forms. The 
-ed suffixed compound adjectives drastically increased between the mid-15th and 16th centuries, revealing that they 











　OED では、見出し語として前者の -ed を suffix1、後者を suffix2 として区別している。また、
接尾辞 -ed で終わる形容詞には、その語源の欄に派生の由来である語根と接尾辞を明記し
ている。動詞の過去分詞形から形容詞に認定したものは adj または adj1 と品詞を表記し、
その語源表記は v. + -ED suffix1 としている。名詞に接尾辞 -edが付いて派生した形容詞では、
品詞表記は adj または adj2 とし、語源表記は n.+ -ED suffix2 としている。
　この 2 つのタイプの接尾辞 -ed 型複合形容詞について、その特徴を明らかにしていく。
2. 分析方法
　OED Online の Advanced search という検索機能を利用して、ターゲットとする語を抽出
した。「見出し語」（headwords）に採用されている「形容詞」（adjective）で、「廃語」（obsolete）
を除いた現在使用されている語（current）に対象範囲を絞った。検索語はワイルドカード
を使用し、「*-*ed」と指定した。不規則変化動詞で -ed で終わらないもの（made, known など）
は含まれず、bred や fed などは含まれる。自動検索で、約 2300 件がヒットした。この中
には、複合形容詞だけではなく、接尾辞ではない ed で終わる語などの非該当例も含まれ
てしまう。したがって、その中から頻度の高い順に上位 100 語を抽出し、手作業で非該当
例（blood-red, co-ed など）を除外した。また、この 100 語の中で、語頭要素が接頭辞であ
る語は分別し、接尾辞 -ed の種類・構成形式・品詞表示・前後の要素、という観点から分
析を行った。
3. 上位 100 語の分析
3.1.　頻度
　語の頻度は、OED Online のウェブサイトにある Key to frequency （OUP, 2018a）によれ
ば、1970 年以降現在までのデータで算出しており、頻度は赤色の星の数（1 から 8）によ
って示され、8 が最も頻度が高く１が低い。百万語当たりの頻度に換算すると、1000 回以
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上の頻度を持つものが★ 8 個（OED Online の見出し語の約 0.02% が該当）で示されている。
以降 10 分の１の割合で頻度の度合いが下がり、★ 7 個は 100~999 回（約 0.18%）、★ 6 個
は 10~99 回（約 1.0%）、★ 5 個は 1~9.9 回（約 4%）、★ 4 個は 0.1~0.99 回（約 11%）、★
3 個は 0.01~0.099 回（約 20%）、★ 2 個は 0.099 回より少なく（約 45%）、★ 1 は滅多に使




　頻度上位 100 語の接尾辞 -ed で終わる複合形容詞の中で、約 3 分の１となる 31 語が★
5 つ（百万語当たり 1~9.9 回）の頻度であった。残りは★ 4 つ（百万語当たり 0.1~0.99 回）
であった。
　抽出した形容詞を、頻度の高い順に左から右に羅列したものが、 表 1 である。なお、語
頭要素が接頭辞として扱われ、複合形容詞として認定されないものはカッコで括ってある。

































　表 1 にある語は、OED の見出し語全体の中で、頻度上位約 17% 以上の語であり、母語











辞（self-, under-, non- など）で始まる語は、通常複合語には含まれない。表 2 の太線より
上段の複合形容詞が、分析の対象である。
　さらに、接辞に似た紛らわしい語根も存在し、例えば Anglo-, bio-, mono-, multi-, socio-, 
super-, pseudo-, -graphic, -phobia の様なギリシャ語やラテン語といった古典的な言語を語源
とする語根は、連結形（combining forms）と呼ばれる。連結形は、拘束語根（bound roots）
で通常は複合語の最初か最後の位置を占めるので接辞に似ているが、連結形は 1）単独の




され、表 2 には 3 語（ill-advised, ill-fated, cross-legged） が含まれている。
表 2.　OED Online における見出し語の接尾辞 -ed 型形容詞　( 頻度上位 100 語 )












well (23): -adjusted, -balanced, -bred, -defined, -designed,　
-developed, -dressed, -educated, -established, -formed, 
-intentioned, -liked, -marked, -ordered, -organized, 






well (4): -documented, -equipped, -fed, -founded adj
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old-fashioned (adj (and adv) and n), 






-haired (2): white, grey/gray
-handed (4), empty, heavy, left, single
-minded (4): high, like, open#, single








ill-advised, ill-fated comb+? adjcross-legged comb+N-ed






cold-blooded (cold blood), double-edged (double edge)#, 
good-humoured/-humored (good humour)#, high-powered2 
(high power) 
adj








self (7): -appointed, -centred/-centered,
　-contained, -directed, -imposed, -inflicted, -proclaimed adj
under-developed
non-aligned prefix+V-pp adj and n
unco-ordinated Prefix(2)+V-pp adj
under-employed, under-nourished prefix+? adj
self: -assured (self-assurance), -interested
　(self-interest), -reported (self-report) NP-ed adj
注）・ 構成形式の太字表記 adj：動詞の分詞形で形容詞として OED Online の見出し語になっ
ているもの、V-pp：動詞の過去分詞形、N-ed：脱名詞化接尾辞が付いた要素、CN-ed：
複合名詞に脱形容詞化接尾辞がついたもの、CV-pp：複合動詞の過去分詞形　
　・＊ ：-ed 形の派生に別解釈があるもの (N-ed から後に V-pp になったもの、一部に V-pp
の解釈もあるもの )　
　・＃：NP-ed と N-ed のどちらの解釈も可能なもの
　・？：記載のないもの
　・high power2 は「高い地位にある」の意味では NP-ed　
　下段の接頭辞が接合した派生語を除外して、複合形容詞を種類別に見てみると、語尾







容詞は、頻度上位 85 語中の 46 語で、最も大きな割合（54.1%）を占めている。このタイ
プで副詞が語頭に来るものは複合形容詞全体の 43.5% であるが、形容詞語頭、あるいは
名詞語頭は全体の 5% 前後である。語尾が分詞形容詞・過去分詞形のタイプに限定すると、
副詞語頭は約 7 割にも及ぶ。さらに、副詞語頭の複合形容詞 37 語の内で、33 語（約 9 割）
が well で始まるものであり、well+ 過去分詞（分詞形容詞）が典型となっていると判断で
きる。
　品詞表示に形容詞と名詞の両方（adj and n）が記してある語を見ると、value-added と




　表 2 で示した様に、このタイプの複合形容詞は全体の 35.3% を占めており、そのタイプ 
の 9 割が形容詞を語頭としている。太字で示した語尾の要素（-haired（3 語）,-handed（5 語）, 
-minded（6 語）, -sided（4 語））が繰り返し現れており、このタイプ全体の 6 割を占めている。
これらの要素は、-sided 以外はすべて、容姿や性格などの人の特徴を表現するのに使用さ
れる。この点では、-bodied, -eyed, -natured, -hearted, -sighted も同様で、合わせるとこのタ
イプの約 77% が人物の特徴を表現する形容詞となっている。したがって、名詞 -ed 型複
合形容詞では、形容詞＋（人の特徴に関わる意味を持つ）名詞 -ed が典型であると考えら
れる。




　抽出した見出し語には、複合名詞から形容詞化したもの 5 例（middle-aged,cold-blooded, 
double-edged#, good-humoured/-humored#, high-powered) と、複合動詞が分詞の形態をとって
形容詞化したもの 1 例（mass-produced) があった。
　表 2 では、構成形式は OED Online の語源（Etymology) の記載に準拠している。しかし、
表 2 の＃が右肩に振ってある語（double-edged, good-humoured/-humored) では、複合名詞
＋ -ed, suffix2 に別解釈も併記してある。例えば、“double edge + -ed suffix2, or double adv. + 
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edged adj.” と記されており、両方の解釈が可能である。
　また、逆に adj ＋ N-ed 形式の 2 例（good-natured, open-minded) には、複合名詞（good 
nature, open mind）に -ed が付加したとする別解釈を示唆する記述、例えば “after good 
nature” などが加えられている。この 2 つの構成形式では、どちらか一つに分類すること
は難しい複合形容詞が少なからず存在する。
4. 接尾辞 -ed 型複合形容詞の記載における変化















　この問題は、OED の 2 種類の接尾辞 -ed の記述の中でも見ることができる。
（1）-ed, suffix1
. . . 3. It is possible that some of the adjectives formed by the addition of -ed to nouns may be 
examples of this suffix rather than of -ED suffix2. The apparent instances of this which can be traced 
back to Old English, however, are found to belong to the latter. . .






… In modern English, and even in Middle English, the form affords no means of distinguishing 
between the genuine examples of this suffix and those participial adjectives in -ed suffix1  which are 













　Etymology: < fetch v. + -ed suffix1.





　見出し語を初出年別に見ることができる Timeline という機能が OED Online の検索結果
の画面上に出てくる。この機能を使って初出年毎に、接尾辞 -ed 型複合形容詞とそれ以外
の複合形容詞のタイプ数を調べた。なお、検索用の Advanced search では、除外する項目
を not の検索で設定できる。より正確なタイプ数を得るために、接尾辞 -ed 型複合形容詞
では、*-*ed の検索に加えて、接頭辞の一部（self-*, under-*, non-*, co-*, un-*）を not の列
にして、対象外となる派生語をできるだけ除外した。結果は図 1 の通りである。
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　図 1 では、横軸は 50 年の間隔の始まりの年号を示し、縦軸は初出した語のタイプ数を
示している。タイプ数には除外すべき語が含まれている可能性もあるが、大きな数ではな
いので、このままで問題はなかろう。
　図 1 から、接尾辞 -ed 型複合形容詞の初出は、1550 年にピークを迎え、それ以降は減少
してほぼ横ばい状態であることがわかる。対照的に、その他の複合形容詞では、1750 年
以降に急増して 1850 年から 1900 年の間にピークを迎え、その後減少傾向にあるものの依
然として高い数値になっている。
　1700 年までは、接尾辞 -ed 型複合形容詞とその他の複合形容詞との間で差はほとんど見
られず、恐らくその増減傾向は辞書編纂のために入手できた文献数を反映したのではない
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